
日立市まち・ひと・しごと創生総合戦略の数値目標及びＫＰＩ検証資料

≪基本目標１≫「ひたちらしさ」を活かし、「安心と活力のあるまち」を創生する

数値目標

現状値 目標値

（H26） （R元） （H30） (H29) （H30） （H29） （H30）
A B 30C=(B-A)/5*4+A 29D 30D 29E=29D/29C 30E=30D/30C

総人口 185,206人 181,500人 182,241人 180,781人 178,658人 98.80% 98.03% ◎ ○ ○ ○

観光入込客数（市独自集計） 2,569,080人 3,260,000人 3,121,816人 2,643,088人 2,723,763人 88.59% 87.25% ○ ◎ ○ ○

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

現状値 目標値
（H26） （R元） （H30） （H29） （H30） （H29） （H30）

A B 30C=(B-A)/5*4+A 29D 30D 29E=29D/29C 30E=30D/30C

フェイスブック閲覧件数 227,272件 1,560,000件 1,293,454件 1,173,863件 607,615件 114.31% 46.98% ◎ ◎ ◎ △ ↘
・市の情報に関心を持ちお気に入り登録しているフォロワー数は増加。
（H29：3,822件→H30：3,922件）

ＣＰ

市ホームページアクセス件数 570,835件 630,000件 618,167件 435,952件 389,729件 71.90% 63.05% ○ ○ ○ △ ↘
・KPIはトップページのアクセス件数。ホームページ全体の閲覧数は増
加。（H29：4,315,066件→H30：4,887,407件）

地域おこし協力隊の受入数（累計） －人 2人 1.6人 2人 2人 166.67% 125.00% ◎ ◎ ◎ ◎

住宅取得等支援事業の利用件数 －件 400件 320件 434件 456件 180.83% 142.50% ◎ ◎ ◎ ◎

海水浴場入込者数 65,128人 130,000人 117,026人 41,022人 67,652人 39.42% 57.81% ○ △ △ △
・イベントの実施や夏季の好天に恵まれたこと等により、入込客数は増
加したものの、目標値には届いていない。

さくらまつり入込者数 294,370人 330,000人 322,874人 238,722人 384,504人 75.61% 119.09% △ ◎ ○ ◎ ↗

かみね動物園入園者数 356,381人 460,000人 439,276人 351,301人 345,148人 83.93% 78.57% ○ ○ ○ ○

奥日立きららの里入場者数 65,518人 100,000人 93,104人 70,857人 65,361人 82.19% 70.20% ○ ◎ ○ ○

道の駅日立おさかなセンターの利用
者数

404,700人

800,000人 720,940人 670,700人 665,300人 104.49% 92.28% ◎ ◎ ◎ ○ ↘

・店舗数の減少等に伴い、利用者数が年々減少。
・大手旅行代理店が実施した調査では、関東人気道の駅ランキングで、
第２位、グルメランキングでは「味勝手丼」が第１位となるなど、高い
評価を得ている。

池の川さくらアリーナ入館者数 　－人 284,000人 227,200人 350,639人 327,820人 205.77% 144.29% ― △ ◎ ◎

久慈サンピア日立スポーツセンター
の利用者数

62,014人 68,200人 66,963人 77,839人 76,301人 118.43% 113.95% ◎ ◎ ◎ ◎

文化施設の入場者数 612,655人 674,000人 661,731人 549,869人 505,810人 84.67% 76.44% ○ ◎ ○ ○ ・悪天候によるイベントの中止や猛暑による出控えにより減少。

国際大道芸、秋祭り等の入込者数 221,000人 245,000人 240,200人 108,000人 145,000人 45.88% 60.37% ○ ○ △ △

(3) 本市特有の人材や施設、活動等を
通じた将来を担う子どもたちへの科学
教育等の推進

将来、理科や科学技術に関係する職
業を希望する児童生徒の割合

30.2% 35.0% 34.04% ―% 25.76% ― 75.68% ― ― ― ○ ―

(4) 企業、ＮＰＯ、ボランティア等と
の機能分担、協働による民間活力活用
の検討

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

自主防災訓練参加者数 15,916人 17,500人 17,183人 14,682人 16,285人 87.05% 94.77% ○ ○ ○ ○

地域自警団員数 3,797人 3,810人 3,807人 3,579人 3,482人 94.06% 91.46% ◎ ○ ○ ○

バス交通利用者数 3,566,143人 3,854,000人 3,796,429人 3,321,248人 3,334,790人 88.83% 87.84% ○ ○ ○ ○

みなみ号利用者数 4,370人 4,600人 4,554人 3,899人 3,780人 86.49% 83.00% ◎ ○ ○ ○

なかさと号利用者数 5,689人 5,900人 5,858人 4,997人 5,036人 85.92% 85.97% ◎ ◎ ○ ○

食生活改善推進員数 334人 380人 371人 282人 274人 77.90% 73.85% ○ ○ ○ ○

高度技能者養成事業の受講者数 －人 5人 ― ―人 ―人 ― ― ― ― ― ― ―
・平成29年度に茨城県立日立産業技術専門学院サポート協議会を発足
し、平成30年度までに12社の企業が参加。
・令和元年度に事業開始。

中小企業等職業訓練事業補助を活用
して訓練等を受けた人数

37人 40人 39.4人 58人 42人 149.48% 106.60% ◎ ○ ◎ ◎

市外企業等の誘致件数 1件 3件 2.6件 2件 1件 90.91% 38.46% ○ △ ○ △ ↘

産業誘致制度の利用件数 5件 8件 7.4件 6件 2件 88.24% 27.03% ○ △ ○ △ ↘

完成自動車取扱台数 87,000台 150,000台 137,400台 79,000台 60,000台 63.30% 43.67% ○ ○ △ △

・H29年度に比べ、日産自動車の取扱台数が約1万台減少。新車輸出がモ
デルチェンジと重なったこと等が要因となっている。
（ベンツ　H30:41,000台、H29:44,000台　　　日産　H30:19,000台、
H29:35,000台）

取扱貨物量 4,700,000ｔ 13,000,000ｔ 11,340,000ｔ 6,613,000ｔ 6,266,000ｔ 68.32% 55.26% ○ ○ △ △
・日立港区における取扱量の4割強を占める完成自動車の取扱量の減少の
影響による。

液化天然ガス取扱量 －ｔ 4,600,000ｔ 3,680,000ｔ 640,000ｔ 736,000ｔ 23.19% 20.00% △ △ △ △
・LNGタンク建設により、新たに約100人の雇用が創出された。
・2019-20年の真岡LNG火力発電所稼動、2020年度末の２号LNGタンク及び
茨城幹線の供用により、今後LNG取扱量の増加が見込まれる。

達成度

達成度

【基本目標１】
「ひたちらしさ」を活かし、「安心と活力のあるまち」
を創生する

基本目標 項 目

基本的方向 具体的施策 項目

３　「ひたちら
しさ」の強化

１ 「ひたちら
しさ」の再発見

(1) 穏やかな気候や、豊かな自然環境
に恵まれた本市の魅力発信による転
入・定住促進

(2) 海水浴場や「さくら」などの地域
資源を活用した交流人口の拡大と地域
の活性化

２ 「ひたちら
しさ」の活用

(1) 魅力ある施設の活用によるにぎわ
いの創出と市民相互の交流促進

(2) 市民主体の特色ある文化・芸術活
動の支援によるまちの魅力と活力の創
出

(2) 「ものづくりのまち」として蓄積
された産業技術の伝承や次代を拓くた
めの産業基盤の活性化

(3) 産業集積の強化のための企業立地
促進

(1) コミュニティや市民団体等との連
携・協働の推進

(H27) （H28）
備考

備考

(H29)

（H28）

期待値

期待値

(H29)(H27)

実績値

実績値

評価

(H30)

評価

(H30)

変化
29→30

変化
29→30

・県北地域に対する企業のニーズが低く、件数が伸び悩んでいる。
・H27からの４か年で５社誘致し73人の雇用を創出。

（H26.9.21供用開始）

(H27) (H30)

(H24～26平均)

＜凡例＞

（評価）◎…【達成度：100％以上】順調に進捗している。

○…【達成度：100％未満～70％以上】概ね順調に進捗している。

△…【達成度：70％未満】地方創生への効果を高めるため、改善が必要である。

－…【判断保留】今後実施する統計調査等で実績値を把握する。

資料 別紙



≪基本目標２≫　しごとをつくり、安心して働けるようにする

数値目標

現状値 目標値

（H26） （R元） （H30） （H29） （H30） （H29） （H30）
A B 30C=(B-A)/5*4+A 29D 30D 29E=29D/29C 30E=30D/30C

製造品出荷額 9,938億円 12,409億円
11,915億円

10,540億円 ―億円 92.29% ― ◎ ○ ○ ― ー
・平成29年実績を追記（H28実績　10,062億円）
・平成30年未公表

観光入込客数（市独自集計）＜再掲
＞

2,569,080人 3,260,000人 3,121,816人 2,643,088人 2,723,763人 88.59% 87.25% ○ ◎ ○ ○

農業及び漁業従事者数 1,904人 1,625人 1,681人 ―人 ―人 ― ― △ ― ― ― ー
・平成28･29･30年分統計結果未公表
　（公表予定　令和2年度）

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

現状値 目標値
（H26） （R元） （H30） （H29） （H30） （H29） （H30）

A B 30C=(B-A)/5*4+A 29D 30D 29E=29D/29C 30E=30D/30C

高度技能者養成事業の受講者数 ＜
再掲＞

－人 5人 ― ―人 ―人 ― ― ― ― ― ―

創業支援ネットワークの支援対象者
数（累計）

59人 109人 99人 142人 174人 159.55% 175.76% ◎ ◎ ◎ ◎

中小企業等職業訓練事業補助を活用
して訓練等を受けた人数　＜再掲＞

37人 40人 39.4人 58人 42人 149.48% 106.60% ◎ ○ ◎ ◎

知的財産活用に係る相談件数 　－件 10件 8件 11件 11件 183.33% 137.50% ◎ ◎ ◎ ◎

産学官連携の推進及び研究開発事業
の補助件数

5件 5件 5件 4件 4件 80.00% 80.00% ◎ △ ○ ○

6次産業化推進コーディネーターによ
る相談対応件数

－件 5件 4件 45件 22件 1500.00% 550.00% ◎ ◎ ◎ ◎

ジェトロ茨城への市内企業の相談件
数

30件 40件 38件 42件 32件 116.67% 84.21% ◎ ◎ ◎ ○ ↘
・相談者の相談内容（海外取引関連）が解消し、成約につながったため
相談件数が減少。

女性就業環境整備促進事業による支
援件数

－件 5件 4件 3件 8件 100.00% 200.00% ◎ ◎ ◎ ◎

日立公共職業安定所の紹介による若
者（34歳以下）の就職者数

1,029人 1,030人 1,030人 765人 722人 74.27% 70.10% ○ ○ ○ ○

空き店舗等を活用した創業件数 2件 2件 2件 5件 10件 250.00% 500.00% △ ◎ ◎ ◎

商店街で行う市が後援するイベント
件数

14件 14件 14件 18件 15件 128.57% 107.14% ○ ○ ◎ ◎

海水浴場入込者数＜再掲＞ 65,128人 130,000人 117,026人 41,022人 67,652人 39.42% 57.81% ○ △ △ △

かみね公園全体入込者数 634,097人 740,000人 718,819人 642,347人 600,445人 92.07% 83.53% ○ ○ ○ ○

たかはら自然体験交流施設の利用者
数

10,528人 11,700人 11,466人 9,900人 10,339人 88.15% 90.17% ◎ ◎ ○ ○

かみね動物園入園者数＜再掲＞ 356,381人 460,000人 439,276人 351,301人 345,148人 83.93% 78.57% ○ ○ ○ ○

奥日立きららの里入場者数 ＜再掲
＞

65,518人 100,000人 93,104人 70,857人 65,361人 82.19% 70.20% ○ ◎ ○ ○

道の駅日立おさかなセンターの利用
者数＜再掲＞ 404,700人

800,000人 720,940人 670,700人 665,300人 104.49% 92.28% ◎ ◎ ◎ ○ ↘

日立駅情報交流プラザ利用者数 91,868人 105,000人 102,374人 99,813人 93,431人 100.07% 91.26% ◎ ◎ ◎ ○ ↘ ・ﾘﾋﾟｰﾀｰを確保できていないことが利用者数減少の要因の一つ。

池の川さくらアリーナ入館者数 ＜
再掲＞

－人 284,000人 227,200人 350,639人 327,820人 205.77% 144.29% ― △ ◎ ◎

久慈サンピア日立スポーツセンター
の利用者数　＜再掲＞

62,014人 68,200人 66,963人 77,839人 75,692人 118.43% 113.04% ◎ ◎ ◎ ◎

文化施設の入場者数＜再掲＞ 612,655人 674,000人 661,731人 549,869人 505,810人 84.67% 76.44% ○ ◎ ○ ○

国際大道芸、秋祭り等の入込者数
＜再掲＞

221,000人 245,000人 240,200人 108,000人 145,000人 45.88% 60.37% ○ ○ △ △

さくらまつり入込者数＜再掲＞ 294,370人 330,000人 322,874人 238,722人 384,504人 75.61% 119.09% △ ◎ ○ ◎ ↗

フェイスブック閲覧件数＜再掲＞ 227,272件 1,560,000件 1,293,454件 1,173,863件 607,615件 114.31% 46.98% ◎ ◎ ◎ △ ↘

市ホームページアクセス件数 ＜再
掲＞

570,835件 630,000件 618,167件 435,952件 389,729件 71.90% 63.05% ○ ○ ○ △ ↘

鵜喜鵜喜の利用者数 289,314人 296,500人 295,063人 292,901人 281,601人 99.75% 95.44% ◎ ◎ ○ ○

道の駅日立おさかなセンターの利用
者数＜再掲＞ 404,700人

800,000人 720,940人 670,700人 665,300人 104.49% 92.28% ◎ ◎ ◎ ○ ↘

6次産業化推進コーディネーターによ
る相談対応件数　＜再掲＞

－件 5件 4件 45件 22件 1500.00% 550.00% ◎ ◎ ◎ ◎

新規就農者数（累計） 2人 7人 6.0人 5人 5人 100.00% 83.33% ◎ ◎ ◎ ○ ↘
・個人や企業からの相談はあるものの、農業振興地域が少なく、就農に
至らないケースが多い。（農業振興地域でないと補助が適用されない）

新規漁業就業者数（累計） 1人 6人 6.0人 6人 6人 150.00% 100.00% ◎ ◎ ◎ ◎

(3) 漁港等の基盤整備による水産業の
競争力強化

漁獲高 507,940千円 514,000千円 512,788千円 570,701千円 851,288千円 111.56% 166.01% ◎ ◎ ◎ ◎

(4) 地域の食材を活用した加工食品の
開発等による産業の振興と地域の活性
化

商品開発に活用した地域の食材数
（累計）

－品 5品 4品 6品 6品 200.00% 150.00% ◎ ◎ ◎ ◎

(1) 海と山に恵まれた豊かな自然環境
等を活用した観光振興の推進

６ シティプロ
モーションによ
る広域的・戦略
的な情報発信

(2) 各種イベントの開催等を通じた文
化・芸術の振興による都市の魅力向上

７ 豊かな農林
水産資源を活か
した商品の開発
及び活用等への
取組

達成度

達成度

(1) 農林水産業のブランド化と付加価
値の向上による雇用の創出

(2) 第１次産業における後継人材の確
保

基本目標 項 目

【基本目標２】
しごとをつくり、安心して働けるようにする

(2) かみね動物園や奥日立きららの里
などの魅力向上による観光施設の利用
促進

３ 商店街の再
整備等によるに
ぎわいの創出

(1) 情報発信力の充実による市のイ
メージアップやＵＩＪターンの促進等

５ スポーツ・
文化活動を通じ
た交流人口の拡
大

(1) 池の川さくらアリーナ等のスポー
ツ施設を活用した大会や合宿の誘致

基本的方向 具体的施策 項目

１ 「ものづく
りのまち」とし
ての特色を活か
した産業振興

(1) 「ものづくりのまち」として集積
された産業と技術を活かした雇用の確
保と創出

２ 新たな成長
分野での雇用創
出と女性の就業
機会の拡大

(1) 成長産業分野の支援による産業基
盤の確立と若者や女性の就業促進

(2) 「日立地区産業支援センター」の
ネットワークを活用した中小企業支援

(1) 中心市街地における創業支援によ
る交流人口の拡大とにぎわいの創出

４ 地域資源を
活用した観光業
の強化

備考

備考
(H29)(H27) （H28）

（H28）

期待値

期待値

(H29)

実績値

実績値

(H27)

変化
29→30

変化
29→30

評価

(H30)

評価

(H30)

（H26.9.21供用開始）

（H26.9.21供用開始）

（H29）

（H29 11,416億

＜凡例＞

（評価）◎…【達成度：100％以上】順調に進捗している。

○…【達成度：100％未満～70％以上】概ね順調に進捗している。

△…【達成度：70％未満】地方創生への効果を高めるため、改善が必要である。

－…【判断保留】今後実施する統計調査等で実績値を把握する。



≪基本目標３≫　新しいひとの流れをつくる                     

数値目標

現状値 目標値

（H26） （R元） （H30） （H29） （H30） （H29） （H30）
A B 30C=(B-A)/5*4+A 29D 30D 29E=29D/29C 30E=30D/30C

人口の社会増減数 -1,605人 -400人 -641人 -1,127人 -1,014人 72.22% 41.81% ◎ ◎ ○ △ ↘
・社会減は縮小傾向にあるものの、若者（20～30代）の転出が続いてい
る。

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

現状値 目標値

（H26） （R元） （H30） （H29） （H30） （H29） （H30）
A B 30C=(B-A)/5*4+A 29D 30D 29E=29D/29C 30E=30D/30C

奨学金貸付者の市内定住率 44.2% 60.0% 56.84% 42.2% 40.6% 78.61% 71.43% ○ ○ ○ ○

若者（30代以下）の社会増減数 -1,219人 -252人 -445人 -798人 -592人 75.12% 66.97% ◎ ◎ ○ △ ↘ ・20代女性の転出超過が続いている。

(2) 新婚世帯や子育て世帯等を対象と
した定住支援

住宅取得等支援事業の利用件数 ＜
再掲＞

－件 400件 320件 434件 456件 180.83% 142.50% ◎ ◎ ◎ ◎

(3) 「地域おこし協力隊」などの誘致
による魅力ある地域づくりの実現

地域おこし協力隊の受入数（累計）
＜再掲＞

－人 2人 1.6人 2人 2人 166.67% 125.00% ◎ ◎ ◎ ◎

(4) 移住しやすい環境の提供
お試し就業、お試し居住の受入数
（累計）

－人 1人 0.8人 0人 0人 0.00% 0.00% ― △ △ △
・お試し就業のニーズが低いため、代替事業として、魅せるひたちらし
さ体感事業でオーダーメイド企業見学ツアー等を実施し、就業体験等を
通した移住を促進している。（移住者：H28～H30計５名）

市外企業等の誘致件数＜再掲＞ 1件 3件 2.6件 2件 1件 90.91% 38.46% ○ △ ○ △ ↘

産業誘致制度の利用件数＜再掲＞ 5件 8件 7.4件 6件 2件 88.24% 27.03% ○ △ ○ △ ↘

完成自動車取扱台数＜再掲＞ 87,000台 150,000台 137,400台 79,000台 60,000台 63.30% 43.67% ○ ○ △ △

取扱貨物量　＜再掲＞ 4,700,000ｔ 13,000,000ｔ 11,340,000ｔ 6,613,000ｔ 6,266,000ｔ 68.32% 55.26% ○ ○ △ △

液化天然ガス取扱量＜再掲＞ －ｔ 4,600,000ｔ 3,680,000ｔ 640,000ｔ 736,000ｔ 23.19% 20.00% △ △ △ △

(3) 企業誘致の受け皿となる産業立地
用地の開発手法等の検討

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ー

３ 新たなにぎ
わい拠点づくり

(1) 未利用公共用地の活用等によるに
ぎわい拠点づくり

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ー

お試し就業、お試し居住の受入数
＜再掲＞

－人 1人 0.8人 0人 0人 0.00% 0.00% ― △ △ △

奨学金貸付者の市内定住率 ＜再掲
＞

44.2% 60.0% 56.84% 42.2% 40.6% 78.61% 71.43% ○ ○ ○ ○

(2) 「大学発ベンチャー」の起業等の
支援

産学官連携の推進及び研究開発事業
の補助件数＜再掲＞

5件 5件 5件 4件 4件 80.00% 80.00% ○ △ ○ ○

達成度

基本目標

１ 若者等の転
入・定住の促進

(1) 良好な住環境の確保等による若者
の定住促進

実績値

達成度

項目基本的方向 具体的施策

４ 大学等との
協働

(1) 大学等と協働した学生の地元定着
促進

２ 企業誘致の
推進

(1) 市外企業の本社機能移転や設備投
資等の促進

(2) 茨城港日立港区の拠点機能を活か
した新たな産業立地の推進

項 目

【基本目標３】
新しいひとの流れをつくる

備考

備考
(H27)

(H29)

（H28）

（H28）

(H29)

(H30)

評価

(H30)

期待値

期待値

実績値

(H27)

変化
29→30

変化
29→30

評価

(H24～26平均)

＜凡例＞

（評価）◎…【達成度：100％以上】順調に進捗している。

○…【達成度：100％未満～70％以上】概ね順調に進捗している。

△…【達成度：70％未満】地方創生への効果を高めるため、改善が必要である。

－…【判断保留】今後実施する統計調査等で実績値を把握する。



≪基本目標４≫　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

数値目標

現状値 目標値

（H26） （R元） （H30） （H29） （H30） （H29） （H30）
A B 30C=(B-A)/5*4+A 29D 30D 29E=29D/29C 30E=30D/30C

合計特殊出生率 1.46 1.50 1.49 ― ― ― ― ― ― ― ― ー

・５年に１度の統計による。（次回公表　令和２年３月予定）
・出生数（H30:1,044人、H29:1,017人、H28:1,066人、H27:1,158人、
H26:1,246人）
・25歳～39歳の女性1,000人当たりの出生数（H30:94.05人、H29:87.55
人、H28:86.98人、H27:90.48人、H26:97.25人）

出生者数 1,246人 1,275人 1,269人 1,017人 1,044人 80.52% 82.27% ○ ○ ○ ○

婚姻数 780件 800件 796件 699件 697件 88.26% 87.56% ○ ○ ○ ○

日立公共職業安定所の紹介による女
性の就職者数 686人

755人 741人 568人 615人 78.13% 83.00% ○ ○ ○ ○

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

現状値 目標値

（H26） （R元） （H30） （H29） （H30） （H29） （H30）
A B 30C=(B-A)/5*4+A 29D 30D 29E=29D/29C 30E=30D/30C

(1) 若者同士の新たな出会いの創出や
結婚に関する意識啓発の充実

出会い応援に関するイベント参加者
数

263人 370人 349人 436人 802人 133.33% 229.80% △ ○ ◎ ◎

妊婦健康診査の受診率（妊娠後期、
感染症・超音波検査）

88.5% 90.0% 89.70% 84.3% 89.9% 94.30% 100.22% ○ ○ ○ ◎ ↗

プレパパ・ママの子育てスクールの
参加率

23.0% 25.0% 24.60% 33.0% 38.3% 136.36% 155.69% ◎ ○ ◎ ◎

産前産後ヘルパーの利用件数 －件 750件 600件 470件 542件 104.44% 90.33% ― △ ◎ ○ ↘ ・利用者数は年々増加。

ロタウィルス予防接種の接種率 ―% 80.0% 64.00% 87.5% 88.8% 182.29% 138.75% ― ◎ ◎ ◎

1歳6か月児健康診査受診率 97.0% 97.0% 97.00% 97.6% 97.1% 100.62% 100.10% ◎ ◎ ◎ ◎

子育て支援事業（こどもの広場、子
育て支援センター等）の実施施設数

17施設 21施設 20.0施設 20施設 21施設 105.26% 105.00% ◎ ◎ ◎ ◎

「自分にはよいところがある」と思
う児童の割合（小学校）

76.2% 80.0% 79.24% 81.5% 81.9% 103.85% 103.36% ◎ ○ ◎ ◎ 小学校６年生が対象。

「自分にはよいところがある」と思
う生徒の割合（中学校）

73.1% 80.0% 78.62% 70.2% 83.6% 90.89% 106.33% ○ ○ ○ ◎ ↗ 中学校３年生が対象。

(3) 子育てに関する総合的な情報提供
や相談体制の整備、充実

日立市子どもセンターの利用者数 －人 29,400人 23,520人 24,454人 19,818人 138.63% 84.26% ◎ ◎ ◎ ○ ↘
・事務所の拡張工事（H30.11月～H31.3月）に伴い、おおくぼ保育園子育
て支援センターを利用。

(4) 保護者の就労形態の多様化に対応
した子育てしやすい環境の整備

児童クラブの利用者数（登録者数） 805人 1,329人 1,224人 1,066人 1,149人 95.26% 93.87% ◎ ◎ ○ ○

(5) 産科や小児科の充実、周産期母子
医療体制の確保等による安心して子ど
もを産み育てられる環境づくり

市民の市内医療機関等における分娩
数

421件 730件 668件 398件 382件 65.68% 57.19% ○ △ △ △
・令和元年までに日立総合病院の地域周産期母子医療センターが再開さ
れることを見込んで目標値を算出したが、医師不足等によりセンターを
再開できていない状況にあるため。

(1) 本市の地域資源を活かした特色あ
る教育環境の充実

放課後学習室の開設学校数 －校 40校 32校 40校 40校 166.67% 125.00% ◎ ◎ ◎ ◎

(2) 環境教育基金を活用した環境教育
の推進

支援を行った環境教育団体数 24団体 25団体 25団体 22団体 22団体 88.00% 88.00% ○ ○ ○ ○

(3) 時代のニーズを捉えた魅力ある教
育環境の整備

国際理解教育推進事業の参加者数 －人 170人 136人 176人 188人 172.55% 138.24% ◎ ◎ ◎ ◎

３ ワーク・ラ
イフ・バランス
の実現と女性の
活躍支援

(1) 働く女性が安心して子どもを産み
育てていくための施策の推進

日立公共職業安定所の紹介による女
性の就職者数

686人 755人 741人 568人 615人 78.13% 83.00% ○ ○ ○ ○

達成度

達成度

項 目基本目標
実績値

期待値
項目具体的施策

【基本目標４】
若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

基本的方向

１ 出会いから
結婚、妊娠・出
産、子育てまで
の「切れ目」の
ない支援

(2) ライフステージに応じた各種子育
て支援

２ 特色ある教
育環境の提供等

備考

備考

(H27)

(H27)

（H28） (H29)

(H29)

評価

(H30)

評価

(H30)（H28）

実績値

期待値
変化

29→30

変化
29→30

（H22～26平均）

(H22～26平均)

＜凡例＞

（評価）◎…【達成度：100％以上】順調に進捗している。

○…【達成度：100％未満～70％以上】概ね順調に進捗している。

△…【達成度：70％未満】地方創生への効果を高めるため、改善が必要である。

－…【判断保留】今後実施する統計調査等で実績値を把握する。



≪基本目標５≫　時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する

数値目標

現状値 目標値

（H26） （R元） （H30） （H29） （H30） （H29） （H30）
A B 30C=(B-A)/5*4+A 29D 30D 29E=29D/29C 30E=30D/30C

バス交通利用者数 3,566,143人 3,854,000人 3,796,429人 3,321,248人 3,334,790人 88.83% 87.84% ○ ○ ○ ○

JR東日本市内各駅1日平均乗車人数合
計

33,639人 33,700人 33,688人 33,594人 33,137人 99.76% 98.36% ◎ ◎ ○ ○

地域公共交通利用者数 10,059人 10,500人 10,412人 8,896人 8,816人 86.17% 84.67% ◎ ◎ ○ ○

刑法犯認知件数総数 1,368件 1,340件 1,346件 893件 842件 133.90% 137.44% ◎ ◎ ◎ ◎

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

現状値 目標値

（H26） （R元） （H30） （H29） （H30） （H29） （H30）
A B 30C=(B-A)/5*4+A 29D 30D 29E=29D/29C 30E=30D/30C

(1) 県北臨海地域の地理的条件を活か
すためのインフラ整備と機能強化

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ー

(2) 県北臨海３市（日立医療圏）の連
携強化による医療環境の充実

ラピッド方式ドクターカー運用によ
る心肺停止患者の社会復帰数

－人 9人 7人 12人 14人 240.00% 200.00% ― ◎ ◎ ◎

完成自動車取扱台数＜再掲＞ 87,000台 150,000台 137,400台 79,000台 60,000台 63.30% 43.67% ○ ○ △ △

取扱貨物量　＜再掲＞ 4,700,000ｔ 13,000,000ｔ 9,680,000ｔ 6,613,000ｔ 6,266,000ｔ 68.32% 64.73% ○ ○ △ △

液化天然ガス取扱量＜再掲＞ －ｔ 4,600,000ｔ 3,680,000ｔ 640,000ｔ 736,000ｔ 23.19% 20.00% △ △ △ △

バス交通利用者数＜再掲＞ 3,566,143人 3,854,000人 3,796,429人 3,321,248人 3,334,790人 88.83% 87.84% ○ ○ ○ ○

大甕駅～常陸多賀駅のバス交通移動
時間

28分 18分 20分 28分 24分 72.73% 80.00% ○ ○ ○ ○

みなみ号利用者数＜再掲＞ 4,370人 4,600人 4,554人 3,899人 3,780人 86.49% 83.00% ◎ ○ ○ ○

なかさと号利用者数＜再掲＞ 5,689人 5,900人 5,858人 4,997人 5,036人 85.92% 85.97% ◎ ◎ ○ ○

JR東日本市内各駅1日平均乗車人数 33,639人 33,700人 33,688人 33,594人 33,137人 99.76% 98.36% ◎ ◎ ○ ○

(1) 地域コミュニティ等と連携した健
康づくりと学校教育活動の推進

食生活改善推進員数＜再掲＞ 334人 380人 371人 282人 274人 77.90% 73.85% ○ ○ ○ ○

コンビニでの各種証明書発行件数 －件 15,000件 12,000件 1,678件 2,102件 18.64% 17.52% △ △ △ △
ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞの発行件数に伴い増加するも、目標値に達していない。
（ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ発行件数　H29:24,824件（13.4％）、H30:29,128件
(16.0％)）

図書館利用登録者数 75,479人 118,600人 109,976人 85,983人 89,576人 84.84% 81.45% ○ ○ ○ ○

ケーブルテレビ加入率 30.8% 33.0% 32.56% 36.15% 38.03% 112.55% 116.80% ◎ ◎ ◎ ◎

新エネルギー導入補助（エネファー
ム）件数

 －件 60件 48件 100件 92件 277.78% 191.67% ― ◎ ◎ ◎

(3) 公共施設の配置や管理の適正化
公共施設用途廃止等による削減合計
面積（累計）

―㎡ 34,000㎡ 27,200㎡ 20,162㎡ 23,981㎡ 98.83% 88.17% ◎ ◎ ○ ○

自主防災訓練参加者数　＜再掲＞ 15,916人 17,500人 17,183人 14,682人 16,285人 87.05% 94.77% ○ ○ ○ ○

地域自警団員数＜再掲＞ 3,797人 3,810人 3,807人 3,579人 3,482人 94.06% 91.46% ◎ ○ ○ ○

主要な水道管路の耐震化率（累計） 26.9% 40.2% 37.54% 28.2% 29.5% 80.85% 78.58% ○ ○ ○ ○

主要な下水道管渠の耐震化率（累
計）

5.2% 28.2% 23.60% 13.2% 14.3% 69.47% 60.59% ○ ○ △ △
・複数年かかる管渠整備は、工期中の進捗率が上がらないが、しゅん工
時点で耐震率が上がることが見込まれている。

バス交通利用者数＜再掲＞ 3,566,143人 3,854,000人 3,796,429人 3,321,248人 3,334,790人 88.83% 87.84% ○ ○ ○ ○

みなみ号利用者数＜再掲＞ 4,370人 4,600人 4,554人 3,899人 3,780人 86.49% 83.00% ◎ ○ ○ ○

なかさと号利用者数＜再掲＞ 5,689人 5,900人 5,858人 4,997人 5,036人 85.92% 85.97% ◎ ◎ ○ ○

人口10万人当たりの医師数 156人 156人 156人 172人 ―人 110.26% ― ◎ ◎ ◎ ― ―
・平成30年分統計結果未公表（令和2年度公表予定）
・参考:日立市医師数（平成24年末：297人、平成26年末:312人、平成28
年末:315人）

ラピッド方式ドクターカー運用によ
る心肺停止患者の社会復帰数＜再掲
＞

－人 9人 7人 12人 14人 240.00% 200.00% ― ◎ ◎ ◎

臨海3市の救急入電から病院到着まで
の平均時間（心肺停止患者）

34分 29分 30.0分 23.0分 18.0分 125.81% 140.00% ○ ◎ ◎ ◎

ひたち健康ダイヤル24利用件数 11,809件 16,000件 15,162件 10,417件 8,828件 72.72% 58.22% ○ ○ ○ △ ↘ ・インターネット等で情報を取得する傾向が強くなったため。

(4) 医療、介護、福祉の連携による総
合的な取組の推進

特別養護老人ホームの定員数（床） 822床 912床 894床 912床 912床 104.11% 102.01% ◎ ○ ◎ ◎

実績値 達成度

項目

期待値
項 目

３　安心して暮
らせる快適な生
活環境の整備

(2) 山側住宅団地の住み替え促進と高
齢者のニーズに対応した公共交通の構
築

(3) 救急医療体制の整備拡充及び地域
医療支援病院の機能強化

(1) 防災・防犯対策の推進

２ 地域の力を
活用したまちづ
くり

【基本目標５】
時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るととも
に、地域と地域を連携する

基本目標

基本的方向 具体的施策

１ 地域連携の
推進

(3) エネルギー関連港湾・自動車取扱
港湾としての茨城港日立港区の利用促
進と整備

(2) 行政サービスの拡充等による市民
サービスの向上

(4) 市内５つのＪＲ常磐線の駅を中心
とした都市機能を結ぶ「公共交通ネッ
トワーク」の構築

備考

備考
(H27)

(H30)

期待値

(H29)

評価

(H30)

評価

（H28）

達成度実績値

変化
29→30

変化
29→30(H27) （H28） (H29)

(H28)

(H24) (H30)

(H29)

＜凡例＞

（評価）◎…【達成度：100％以上】順調に進捗している。

○…【達成度：100％未満～70％以上】概ね順調に進捗している。

△…【達成度：70％未満】地方創生への効果を高めるため、改善が必要である。

－…【判断保留】今後実施する統計調査等で実績値を把握する。


